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水の電離と pH 

水の電離 
電解質溶液中の電流は，陽イオンの陰極への移動と陰イオンの陽極への移動による。 

しかし，電解質溶液ではない純水もわずかであるが電気伝導性をもち， 

これは，純水にも陽イオンと陰イオンがごくわずかながら存在していることを意味する。 

純水中の陽イオンと陰イオン 

水と水が酸塩基反応し生成したオキソニウムイオン +OH 3 と水酸化物イオン -OH が， 

純水に含まれている陽イオンと陰イオンである。 

-+ +¬
® OHHOH 2  ・・・① 

++
¬
®+ OHHOH 32  ・・・② 

①＋②より， 

-+ +¬
®+ OHOHOHOH 322  ・・・③ 

③が正しい反応式であるが，通常は，③の両辺から H2O を除去し， 

-+ +¬
® OHHOH 2  ・・・① 

と表す。以後，オキソニウムイオン濃度 [ ]+OH 3 も [ ]+H で表すことにする。 

式①より，純水には， +H （ +OH 3 ）と -OH が等量存在しているから， 

純水中の +H （ +OH 3 ）のモル濃度 [ ]+H と -OH のモル濃度 [ ]-OH は等しい。 

この 2 つイオンのモル濃度の積を水のイオン積といい WK を用いて， 

[ ] [ ]-+ ×= OHHWK と表す。 

 補足：水のイオン積 KW と水の電離平衡定数 K 

平衡定数そのものは，
[ ] [ ]

[ ]OH

OHH

2

-+ ×
=K であるが， 

水の密度を 1g/cm3とすると，電離前の純粋のモル濃度は 56
1L

mol
18

1000

» mol/Lもあり， 

電離による濃度変化が無視できる。つまり定数として扱ってよい。 

よって， [ ] [ ] [ ]-+ ×== OHHOH 2 WKK  
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25℃の純水の水素イオン濃度 

水のイオン積も平衡定数の 1 つであるから，温度のみで決まる。 
したがって，温度以外のどの条件を変えても温度が一定であれば WK 値は変化しない。 

WK 値は，通常，25℃における値を使う。 

[ ] [ ] 14100.1OHH --+ ´=×=WK ( )2mol/L  （25℃） 

前述したように，純水の場合， [ ] [ ]-+ = OHH であるから， [ ] [ ] x== -+ OHH とおくと， 

142 100.1 -´=x より， ( ) 72
1

14 100.1100.1 -- ´=´=x  

よって， [ ] [ ] 7100.1OHH --+ ´== mol/L 
したがって，25℃の酸性でも塩基性でもない溶液， 

すなわち中性溶液の水素イオン濃度は， [ ] 7100.1H -+ ´= mol/L である。 
参考 

 温度が高いほど水のイオン積が大きいことから， 

中性溶液の水素イオン濃度も温度が高いほど大きいことと， 

水の電離反応は吸熱反応であることがわかる。 

（くっついていたのが離されるわけだから，吸熱反応であると直感できるが・・・） 

 

 
補）正確には 

24℃の純水の 1410000.1 -´=WK ( )2mol/L  

   25℃の純水の 1410008.1 -´=WK ( )2mol/L  

  

 

 

 

水のイオン積と温度

0 
2 

4 
6 
8 

10

12

0℃ 5℃ 10℃ 15℃ 20℃ 25℃ 30℃ 35℃ 40℃ 45℃ 50℃ 55℃ 60℃ 
温度

イ
オ
ン
積 

(×10－14) 



木村の理論化学小ネタ                 http://toitemita.sakura.ne.jp 

3 
 

pH 
水溶液がとる水素イオン濃度の範囲は非常に広く， 

たとえば，25℃では 140 100.1~100.1 -´´ mol/L にもわたる。 
したがって，その濃度を数直線上にとるとなると， 

1.0～0.00000000000001 の範囲でとらなければならず， 

そのままの値で表すのは不可能であるし，そもそも実用的でない。 

そこで，水素イオン濃度 [ ]+H を，10 と底とする指数で表し， 
その指数の絶対値を水素イオン濃度の指標 pH とするということになった。 

まとめると， 

・[H+]＝10－pH 
・水素イオン濃度の範囲を pH で表せば， 14~0pH = ですむ。 

・pH が 1 増加すると，水素イオン濃度 [ ]+H は
10
1
倍になる。 

・pH が 1 減少すると，水素イオン濃度 [ ]+H は 10 倍になる。 

・25℃中性溶液の pH は， [ ] 7100.1H -+ ´= mol/L より， 7pH = である。 
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溶液の液性と pH・pOH 
溶液が酸性か中性か塩基性か（これを「液性」という）は， 

水素イオン濃度 [ ]+H と水酸化物イオン濃度 [ ]-OH の大小関係で決められる。 
つまり， 

[ ] [ ]-+ > OHH ならば，液性は酸性 

[ ] [ ]-+ = OHH ならば，液性は中性 

[ ] [ ]-+ < OHH ならば，液性は塩基性 
 

溶液の温度が 25℃のときの pH，pOH，[ +H ]，[ -OH ]の関係 

[ +H ] pH10-= ，[ -OH ] pOH10 -=  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な物質と pH 

胃液 pH2，レモン汁 pH2.3，コーラ pH2.4，食酢 pH3.0，ソース pH3.5，炭酸水 pH4.6， 

醤油 pH4.7，酸性雨 pH< 5.6 の雨，尿 pH6，牛乳 pH6.8，血液 pH7.5，涙 pH7.5， 

石鹸水 pH9.6，灰汁 pH10.3，換気扇用洗剤 pH13.5 

 

 

 

 

pH [H＋]  [OH－] pOH 液性 

0 ( )1100 =  1410-  14 酸性 

1 110-  1310-  13 酸性 

2 210-  1210-  12 酸性 

3 310-  1110-  11 酸性 

4 410-  1010-  10 酸性 

5 510-  910-  9 酸性 

6 610-  810-  8 酸性 

7 710-  710-  7 中性 

8 810-  610-  6 塩基性 

9 910-  510-  5 塩基性 

10 1010-  410-  4 塩基性 

11 1110-  310-  3 塩基性 

12 1210-  210-  2 塩基性 

13 1310-  110-  1 塩基性 

14 1410-  ( )1100 =  0 塩基性 

フェノールフタレイン 

変色域 

←pH8.0 

←pH4.4 

←pH9.8 

←pH3.1 

メチルオレンジ 

変色域 
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補足 

酸をいくら薄めても中性や塩基性にならない。 

また，塩基をいくら薄めても中性や酸性にならない。 

たとえば，酸の溶液中には， 

酸の電離由来の +H と水の電離由来の +H と -OH が存在しており， 

水の電離による +H と -OH は， -+ +¬
® OHHOH 2 より，等量だから， 

+H の量は酸の電離 -+ +¬
® AHHA による +H の分だけ -OH より多く存在する。 

酸の電離由来の +H の濃度が希釈により減少すると， 
水のイオン積は，溶液の温度が一定ならば不変であるため， 

たとえば，溶液の温度が 25℃であれば， 

[ ] [ ] ( )214 mol/L100.1OHH --+ ´=´=WK を保つべく水の電離が進行する。 

その結果， 

酸の電離由来の +H の割合が減少し，水の電離由来の +H と -OH が増加する。 

つまり， +H の濃度と -OH の濃度が限りなく等しくなっていく。 
すなわち限りなく中性に近づいていく。 

しかし， +H の濃度≦ -OH の濃度になることは決して起こらない。 
 

 


